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そ
こ
で
、
本
号
で
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、
豊
田

新
屋
地
区
周
辺
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交
通
事
故

発
生
状
況
や
特
徴
に
つ
い
て
、

イ
ラ
ス
ト
を
使
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て
ご
説
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し
ま
す
。

　

国
道
８
号
豊
田
新
屋
立
体

は
、
交
通
事
故
の
削
減
や
交
通

渋
滞
の
緩
和
等
を
事
業
の
目
的

と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
区
間
付
近
は
毎
日
約

５
万
台
の
車
が
通
行
し
て
お
り
、

県
内
で
最
も
交
通
量
が
多
い

区
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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交通事故の発生時間帯（時 )

朝ピーク 33 件 夕ピーク 39 件

合計 140 件

交通事故の特徴②（朝・夕ピーク時に集中して発生）
　交通事故の発生時間帯をみると、朝・夕の渋滞ピーク時に集中

しており、発生した交通事故の約半数を占めます。

　交通が集中するピーク時に交通事故が発生すると、通常でも渋滞

しているところが、更に激しい渋滞となります。

■豊田新屋区間の時間帯別事故発生状況

0 10 20 30 40 50
( 件 /4 年・km)

豊田～新屋区間 48.3
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8.8

国道８号
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国道 160 号

0.3能越自動車道

出典）平成 21 ～ 24 年交通事故データ

あっ、あぶない !!

事
故
件
数

■豊田新屋区間の事故形態

合計
140件/4年

※H21～ 24 データ

追突
100 件
追突

100件

右折時の
衝突
18件

右折時の
衝突
18件

その他
22件
その他
22件

交通事故の特徴①（渋滞を要因とする追突事故が多い）
　豊田・新屋地区周辺で発生している交通事故の原因は、渋滞

後続車に追突する事故が大半であり、次に多いのが、右折時の

衝突事故となっています。

　交差点を立体化することにより、渋滞を緩和するとともに

直進車と右折車との交錯を減らすことで、追突や衝突などの交通

事故を削減することができます。

追 突 事 故
が 多 い ね 。

■富山県内の国が管理する路線別の交通事故発生状況
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Ｎ ××
　　　　凡　例
　　　事故発生箇所
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JR

※事故発生箇所(×)の
　位置が重複するため
　上記グラフの件数と
　合致しません。
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■国道８号交通事故発生状況

事
故
件
数

　 国道８号豊田・新屋地区周辺では、過去４年間で 140 件

の交通事故が発生しています。特に豊田西から新屋交差点の

間で多く発生しています。

国道８号の交通事故発生状況（豊田・新屋地区周辺）

たくさんの

事故が起きて

いるんだね。

今後の予定は、裏面をご覧下さい。
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発行・お問い合わせ先

国土交通省
富山河川国道事務所
調査第二課・用地第二課
〒930-8537
富山市奥田新町２番１号
 TEL 076-443-4701(代表)
 FAX 076-443-4703

富山市役所
建設部　建設政策課
〒930-8510
富山市新桜町7-38
 TEL 076-443-2220(直通)
 FAX 076-443-2187
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　     国道８号豊田新屋立体事業に関しては下記までお気軽にお問い合わせ下さい。
　　● 事業の計画・設計について　　　　富山河川国道事務所　調査第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７１７（直通）
　　● 用地測量・建物調査について　　　富山河川国道事務所　用地第二課　ＴＥＬ ０７６-４４３-４７０７（直通）
　　● 事業に伴う市道等の計画について　富山市役所　建設部　建設政策課　ＴＥＬ ０７６-４４３-２２２０（直通）

【問い合わせ先】
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■事業の流れ 今はここです

維

持

管

理

物
件
調
書

土
地
調
書
確
認

現在の進捗状況とご協力のお願い
　現在、地権者の皆様にご協力頂いて用地測量・建物調査

を進めているとともに、用地測量・建物調査を終えた箇所

から土地調書・物件調書をとりまとめているところです。

　この調書の作成は、皆様と用地交渉を行うにあたっての

大切な調書となるため、慎重に行う必要があることから

時間を要しております。

　今後は、土地調書・

物件調書の作成を終えた

箇所から、土地調書・物件

調書を確認して頂くに

あたり、地権者の皆様の

もとへ用地担当がご説明

に伺いますのでご協力を

お願いします。

　

『国道８号豊田新屋相談窓口』開設『国道８号豊田新屋相談窓口』開設中！！

【日時】　毎週木曜日 10時～ 19時
　　　　（年末年始・祝日は休館）
【場所】　アルビス豊田店(旧新鮮市場)様の１階
【ｱｸｾｽ】　国道８号高園町交差点を南に入りすぐ
【位置図】
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至 富山市街至 富山市街
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至 富山市街至 富山市街

　パネルや模型があるオープンハウスです。お気軽に
お越しください!!

国道８号豊田新屋相談窓口
（粟島町 1丁目４番 20 号）

　相談窓口が高園町交差点近くにある

ため、「粟島町」の方が約 30％と最も

多いですが、少し離れた「小西」や

「飯野」「新屋」等からも来場されて

います。

粟島町
28％
粟島町
28％

高園町
4％

高園町
4％

豊田町
19％
豊田町
19％

その他
22％
その他
22％

合計
127件

※複数名での来場は代表者のみ集計

　「事業の内容」、「用地補償と用地測

量」に関する相談内容が約 40％ずつ

を占めています。他にも「要望」など

のご意見もいただいております。

※１回の来場で複数の相談内容があるため、
　相談者数と合致しません。

合計
161件

用地補償
24％

用地補償
24％

用地測量
11％

用地測量
11％

要望
9％
要望
9％

その他
13％
その他
13％

来場者の内訳 相談内容の内訳 来場者のお住まいの内訳
　来場者の約 60％は「用地関係者

( 代理を含む )」となっていますが、

「その他 ・ 一般の方」も約 30％と

多く、お気軽に立ち寄っていただいて

います。

合計
127件

用地関係者
( 代理を含む）

60％

用地関係者
(代理を含む）

60％

その他
・一般の方

34％

その他
・一般の方

34％

不明
6％
不明
6％

※複数名での来場は代表者のみ集計

豊城町
11％
豊城町
11％飯野

5％
飯野
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新屋
7％
新屋
7％

小西
4％
小西
4％

事業内容
43％

事業内容
43％

■利用状況
相談窓口の利用状況・相談内容の紹介

　相談窓口は平成 26 年１月９日の開設から

平成27年１月８日までに計 51日運営しており、

延べ 142 人、計 161 件の相談がありました。

　今回は、相談窓口開設後１年間の来場者や相談

内容についてまとめました。
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相
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口
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年

１
月
の
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設
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経
過
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ま
し
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。
そ
こ
で

本
号
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は
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談
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口
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利
用
状
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に
つ
い
て
」
ご

紹
介
し
ま
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今
後
も
、
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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